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一羊館施設長 桑原英眞 

 

コロナが蔓延し尽した今、これからの私達の生活のあり方は？ パート３、 

 

 当館でも新型コロナ感染者が発生して、これまでのほぼ2週間は、どうなるかの瀬戸際を当一羊館も迎えていました。 

 そして幸い無事に本日を迎えました。キズが少なく済んだのは、ひとえに、それぞれの皆さんがそれぞれ手分けして

迅速な対応をした結果でしたので、本当に有難うございました。 

 

（経過：4/22抗原検査陽性の為PCR検査追加して 4/23陽性でスタッフが新型コロナ陽性確定した。その後濃厚接触者

になっていなかった2F入所者が抗原検査前日陰性4/25当日陽性となり、幸い入所者は同日病院に転入院できた。 

同日夕方よりふえきクリニックから機器を持ち込んで翌明け方までかけて 2F入所者全員 46名のPCR検査終了して全

員陰性が確定した。4/22より濃厚接触者対応 21名の区分けフォロー等が始まっていた。そして 5/2で監視フォロー終

了となり、5/3よりほぼ通常業務に戻った。その間にC-MATによるチェックをお願いして4/27に実施された。） 

 

 

 朝礼も5月2日（月）にするかどうかの判断をさせて頂きましたが、先が見えない中で行うよりも無事に乗り越えた

ね、と喜び合う1週間後にしましょうとと決めさせていただきました。 

 

 予定通り安心の本日を迎えました。本当に良かったです。老健施設の特色である多職種協働の成果でした。 

 

 コロナ対策のその基本は、いつも言うようにマスク着用・手指消毒・黙食・換気・3密回避・スタンダードプリコー

ション等、です。 

 これらを厳密に守っていれば、感染しないし感染しても人に移さないということが判ってきました。その上で、県外

に行こうが花見に行こうが心配ないということです。 

 

 ただ周りの環境には守らない人もいるかもしれないとことを忘れないことです。問題はここです。 

 

 これらを理解した上で、過度に窮屈にならない生活様式に切り替えて生きましょう。 

 迅速な情報共有と多職種協働で、スタッフみんなで、一蓮托生のコロナ対策を乗り切りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

老人保健施設一羊館の理念 

利用者の方々すべてに尊厳・安心・満足を！ 

 

一羊館の行動指針 

私たちは、保健・医療・福祉の架け橋のプロに徹します。 

私たちは、利用者のQOL・職員のQOL・健全経営の３立を目指します。 

私たちは、質向上のために日々の小さな工夫を忘れません。 

話合いの３原則：  

①相手の意見は決して否定しないでしっかり聞きます。 

②自分の意見はしっかり言う。ポジティブ表現で言います。 

③正解は一つではないことを自覚して自制します。 


